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継続研究報告 

湿度調節と熱回収機能を有する 
低環境負荷型住宅・換気システムの開発 

 

、

2種換気をベースに、天井懐設置から基礎断熱した

た。また、微細な霧状の水煙を発生する装置を利用

せました。冬季は室内の湿度が低下し、乾燥に弱い

と加湿により、一定の湿度を保つことができるシス

省エネルギー技術を加え、一般住宅への展開を目指

共同研究機関
㈱ホーム企画
北海道大学 
 

RA 

EA排気 
SA 

給気ユニット 
・冷外気の加温

・ﾌｨﾙﾀﾘﾝｸﾞ 
・加湿 

排気ユニット 
 ・熱回収 

OA外気給気 ガス:冷媒配管 

室内へ 

合理的な熱損失低

減技術の検討 

天井懐ﾁｬﾝﾊﾞｰ 
室内へ 

天井温輻射 

床温輻射 

 

0

50

100

150

200

250

300

1種強 1種弱 2種強 2種弱

北個室

南個室

主寝室

ホール下

ホール上

１階洋室

居間

(m3/h)

 
図２ 各室の換気量(夏) 

図１ 換気システムのアイディア 
 北方建築総合研究所が、共同研究で開発した２種換

気システムは、室内の空気汚染を大幅に低減化するこ

とを可能にしたほか、維持管理の容易さやダクトシス

テムの簡素化によって、動力費の大幅な削減を可能に

しています。本研究は、このシステムをベースに、同

じく共同研究でシステム開発された排気熱回収ヒー

トポンプ技術、水煙を用いた空気浄化システムを製造

販売する地場設備機器メーカーのノウハウを加え、維

持管理負担の少ない加湿・調湿、空気浄化、エネルギ

ー回収を同時に行える住宅環境形成のための換気シ

ステム開発と、それを基幹技術とする低環境負荷型住

宅の開発を目的としています。 
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 開発するシステムの基本的なアイディアは、図１の

ように、2種換気の装置に水煙による加湿ユニットを

給気ユニットと組み合わせて取り入れ外気を加湿し、

排気ユニットから熱回収して、給気の加温に利用する

ものです。今年度は、加湿ユニットの水処理を考慮し

換気装置を基礎断熱した床下に移した実験住宅を建

設し、換気性状および室内環境を測定しました。この

結果、図２に示すように、天井懐を利用した換気シス

テム特有の高い換気バランスが実現しました。また、

図３に示すように非居住の状態で、室内の相対湿度を

30％前後に維持することができました。次年度は、

排気熱回収システムを開発し、トータルシステムを完

成する予定です。 
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床下空間へ設置場所のバリエーションを広げまし

して加湿ユニットを開発し、給気装置に組み合わ

居住者にとってはつらい季節です。連続的な給気

テムができました。今後、排気熱回収など新たな

しています。 
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図3 各室の換気量(夏)


